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「話すこと[発表]」から

「書くこと」につながる指導









「学習指導案」・・・指導者の視点から？ 児童の視点から？

「過去形の表現」

⇒「行った場所、食べたもの、見たもの、楽しかったこと、などを表す表現」

【板書】

Today’s Goal 夏休みの日記を書こう

クラスの友だちに紹介するために、夏休みの思い出について絵日記に

英語で書いて伝えることができる。

（夏休みの思い出についてクラスの友だちに絵日記で伝えるために、

それを（絵と）英語で書いて伝えることができる。）



過去形については，活用頻度の高い基本的なものを小学校において指導している。

「小学校学習指導要領解説 外国語活動・外国語編」に示された例文を以下に示す。

例 １ I enjoyed fishing.

例 ２ I went to Okinawa.   I saw the blue sea.   It was  beautiful.

小学校の外国語科においては，基本的な表現として過去形を含む文を指導

することになっているが，過去形を文から取り出して指導することはしない。例

えば， 行ったことのある場所を伝える時に，“I  went  to  ～.” と表現すること

を指導するが，went の部分に焦点をあてて，go の過去形であることや，主語

が三人称単数であっても -s にしないことなどの過去形の使い方を理解させ

るわけではない。

また，小学校段階では，音声で十分に慣れ親しんだ語句や基本的な表現を

書き写したり，例文を参考にして書いたりすることができるよう指導することと

されているが，自分の力で書くことまでは指導していない。中学校の早い段

階で，こうした小学校で学んだ表現も取り上げ，音声で十分慣れ親しんだ

過去形を読んだり書いたりできるようにしたり，過去形の使い方の理解を

深めたりしながら，別の場面や異なる表現の中で活用できるように指導す

ることが重要である。
中学校学習指導要領（平成29年告示）解説 「外国語編」 文部科学省



●「原稿を見て話しても良い」 ⇒ずっと紙ばかり見て話す

●「暗記してくる」 ⇒負荷が高い 暗記は「悪」？／英語嫌いにつながる？

●「チラ見しても良い」

⇒「伝えたいこと」が頭にある状態から「英語の表現が出る」ことが本来

は理想 Read & Look Up の徹底



１．イラストからどのような場面かを考え

させる（語句の導入）

２．音声で表現を組立てさせる

３．音声で「文」ができたら、それを表す

文字（で書かれた文）はどれかを

考えさせる

４．文字を見ながら発音してみる

（ここで指導者が指す動きがポイント！）

５．全体を文字だけ見ながら音読する

（表現のまとまりを意識させる）



It was ～.  と
I was ～. の違い

⇒これも「文」として
感じ取らせたい

文のはじめは「大文字」になっていますか？
 文のおわりには「. （ピリオド）」がついていますか？
 場所や人の名前、地名などのはじめは「大文字」になっていますか？
 語と語の間にはスペースがあいていますか？ ⇒ n や o が1つ分（以上）
 語はキュッとまとまっていますか？ ⇒文字が重なったり、くっつくのとは違う
 ４線のルールに従って書いていますか？
・・・

 文のはじめは「大文字」で書いている
 文のおわりには「. （ピリオド）」をつけている
 場所や人の名前、地名などのはじめは「大文字」になっている
 語と語の間にはスペースがあいている
 語はキュッとまとまっている
 ４線のルールに従って書いている
・・・

「ひとつずつできることが増えればよい」
気づくこと、自分で目標を設定して、それに近づくことが大切 ⇒「主体性」の観点



知識・技能 思考・判断・表現 主体性

読
む
こ
と

[知識]
英語の特徴やきまりに関する事項を理解して
いる。
[技能]
実際のコミュニケーションにおいて，活字体で
書かれた文字を識別し，その読み方(名称)を
発音する技能を身に付けている。音声で十分
に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現
を読んで意味が分かるために必要な技能を
身に付けている。

コミュニケーションを行う目
的や場面，状況などに応じ
て，活字体で書かれた文字
を識別し，その読み方(名
称)を発音している。音声で
十分に慣れ親しんだ簡単な
語句や基本的な表現を読
んで意味が分かっている。

外国語の背景
にある文化に
対する理解を
深め，他者に
配慮しながら，
主体的に英語
で書かれたこ
とを読んで意
味を分かろうと
している。

書
く
こ
と

[知識]
英語の特徴やきまりに関する事項を理解して
いる。
[技能]
実際のコミュニケーションにおいて，大文字，
小文字を活字体で書いたり，音声で十分に
慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現を
書き写したりする技能を身に付けている。自
分のことや身近で簡単な事柄について，音声
で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的
な表現を用いて書く技能を身に付けている。

コミュニケーションを行う目
的や場面，状況などに応じ
て，大文字，小文字を活字
体で書いたり，音声で十分
に慣れ親しんだ簡単な語句
や基本的な表現を書き写し
たりしている。自分のことや
身近で簡単な事柄につい
て，音声で十分に慣れ親し
んだ簡単な語句や基本的
な表現を用いて書いている。

外国語の背景
にある文化に
対する理解を
深め，他者に
配慮しながら，
主体的に英語
を用いて書き
写したり書いた
りしようとして
いる。

「内容のまとまりごとの評価規準（例）」 参考資料 p.33














